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生徒芙醗三運動量深 存の法〃 Mを横軸にとったグラフに示せ。
値を理論値として同じグラフ用紙

〃】

【1】目白勺
台車の衝突・結合の際の速度の変化を測定し、運動量保存の法則についての

理解を深める。衝突の際に失われる運動エネルギーについても考察する。
に示せ。

義謬篭轄騨鱗鱗茎騨認雇藝振
り力積F4t

⑥各測定につい
を推定せよ。

⑦各測定について、衝突前の全運動エネルギーと、衝突後の全運動エネルギー
を計算してその比を求めよ。

③⑦について式②をもとに理論値を求めて比較せよ。理論値を求める過程も詳

【2】原理
水平な直線上で、質量畑の台車を、静止している質量Mの台車に衝突させる。

衝突後2台の台車は結合し、一体となって運動するものとする。衝突前の質量
”の台車の速度を〃、衝突後の速度をVとすると、運動量保存の法則により

(M十”)V=”の……(1)

が成り立つので、衝突後の速度Vは、

V= 鰈而ひ……③
と表される。さらに上式を変形すると、

ｰ豊十』……⑧
という関係が成り立つはずである。記録タイマーにより、衝突前後の台車の速

臺鰐罐脇鶏総總雪雲欝溌毫恕､ることを確かめれば､運動

⑨髄罷加現象の力学的ｴﾈﾙギーは保存していると言えるか。
測定結果衝突する台車の質量鯉=｢－1[kg]

【3】岩号具
力学台車（各班2台）、結合用吸盤、台車用おもり(1[kg]×3枚）、記録タ
イマー、記録用紙テープ、台秤（共同利用）、ものさし
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【4】f乍業

跳認霊鵠鰯軽贈羅噸唱端播畿翌雪睦手持ちの
硬貨をセロハンテープで貼り付ける。

③もう1台の台車を台秤にのせ、質量Mがちょうど1.0[kg]になるように硬貨
をセロハンテープで貼り付ける。

④2台の台車を実験台の中央に並べて置き、吸盤を取り付けた台車の吸盤と反
対側の側面に紙テープをセロハンテープで貼り付ける。

⑤紙テープを記録タイマーのガイド穴に通し、カーボン紙の下を通るようにセッ
トする。

⑥紙テープを取り付けた台車を記録タイマー付近まで後退させ、もう1台の台
車に向かって手で突き放すように押して走らせる。台車が手を離れた直後に
記録タイマーのスイッチを入れ、衝突前後の運動を記録する。

樹初速度は、打点間隔が1～1.5[cm]になる程度がよい。遅すぎると結合しな
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⑦衝突前後の数打点を除外して、
で測り、〃およびVを求める。

各20打点分（0.4秒間）の長さをものさ

ローンJJJ、､、～。
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4[kg]として④～⑦の測⑧吸盤のない台車におもりを乗せて質量Mを2，3、
定をくり返す。おもりの質量は1枚1[kg]である。
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